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尼崎市教育大綱（ 案）  
 

 

はじ めに 

―学習する 権利の保障を目指し て― 

 

〇 「 教育」 は、 先人が蓄積し た文化を 継承し つつ、 一人ひと り が、 他者を 尊

重し 助け合いながら 、 それぞれの持てる 能力を 最大限に発揮し 、 よ り 豊かで

幸せな人生を 送る ための成長 を 手助けする も のであり 、 そのこ と を 通じ て、

平和で民主的な社会を 担う 構成員の育成を 目指すも のです。  

われわれは、 教育の本質である 、 個々の内発的動機付けを 重視し 、 一人ひ

と り の学習する 権利の保障を 目指し ま す。  

 

〇 と り わけ学校i教育においては、 未来を 生き る 子ど も たちへの学びを 保障す

る 観点から 、 個々の子ど も が置かれている 状況や能力に応じ た教育機会の提

供を 強く 認識し つつ、 絶えず、 時代に応じ た「 学びの形」 を 追求し 、 そのた

めの環境の整備に全力を尽く し ま す。  

 

〇 地域の学校の学びの環境を 、 将来のある べき 社会を 映す「 鏡」 と 見立て、

一人ひと り の子ど も （「 個」） が、「 環境（ 場）」 と の相互作用の中で、 深みの

ある 学びが保障さ れる よ う に配慮し ま す。  

「 障害者が自由な社会に効果的に参加する こ と を 可能ii」 と し 、 ま た、 様々

な社会的・ 文化的背景を 持っ た人間の多様性を 認め合う 「 共生社会」 の実現

を 目指し 、 その基盤と し ての学校教育と 合理的配慮の在り 方を 模索し 続けま

す。  

 

○ 次世代を 担う 子ど も を 育てる こ と は、 全ての大人の役割であり 、 社会全体

の責任です。 未来社会を 見据えつつ、 教育に対し て、 責任を 持っ て時間的・

財政的投資を行い、 ま た、 子育てに奮闘する 保護者を 支援し ま す。  
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１  子ども の権利を守り ます 

  ―学校設置者の責務と し て、 子ど も の命と 安全を守り ま す― 

 

○ われわれは、 学校設置者と し て、 学校に通う 子ど も の権利を 守る 責務を 負

っ ていま す。 と り わけ、 いじ めや体罰、 学校事故、 虐待など から 、 子ど も の

生命と 安全（ 心理的安全を 含む。） を 守る ために、 あら ゆる 対策を 講じ 、 健

やかな成長 を支えま す。  

 

 

 

２  教育の「 プロ フェ ッ ショ ナル」 を模索し 続けま す 

  ―教師の専門性を高め、 成長 でき る 環境を整えま す― 

  

○ 学校現場で、 実際に一人ひと り の子ど も に対し 教育を 提供する こ と は、 教

師の仕事です。  

  すべての教師が、 教育の「 プロ フ ェ ッ ショ ナル」 と し て、 一人ひと り の子

ど も に向き 合い、 それぞれの子ど も が持てる 力を 最大限に発揮でき る よ う な

「 学びの伴走者」 と なれる よ う 、 支援をし ていき ま す。  

そのために、 教師同士のコ ミ ュ ニケーショ ンを 活性化し 、 学校関係者がお

互い支え合える 組織文化を 築く と と も に、 教師自身も 学び続け、 成長 し 続け

る こ と ができ る 職場環境の実現を目指し ま す。  
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３  多様性を尊重し た教育の実現を目指し ます 

  ―学校教育の多様性に向けた可能性を 追究し 、 発信し ていき ま す― 

 

〇 われわれは、 障害者権利条約の理念に基づき 、 障害のある 子ど も の教育に

ついての権利を 認め、 ま た、 真の意味での地域共生社会の実現を 目指し 、 学

校教育法に定める 制度と し ての学びの保障環境に加え、 障害のある 子ど も や

保護者と の対話を重視し つつ、 包摂的な地域の学校づく り を 目指し ま す。   

ま た、 そのための合理的配慮が可能な学びの環境づく り に全力を 尽く し ま

す。  

ま た、 外国籍の子ど も を 含め、 様々な社会的・ 文化的背景を 持っ た子ど も

たちが学校に通っ ている こ と を 強く 認識し 、 こ れら の多様性を 尊重し た学校

教育の実現に取り 組みま す。  

 

〇 不登校児童生徒の増加は、 今の学校教育制度の「 学びの保障」 の意味合い

が、 価値観の多様化と 相ま っ て、 大き く 変化し ている こ と と 関連し ている と

の認識にた ち、 教師によ る 一人ひと り の子ど も の学びへの支援の方法や学

校・ 学級運営の在り 方を 常に改善する 努力を 積み重ね続けま す。 ま た、 学び

の「 場」 の選択肢を 増やすこ と によ り 、 学びの多様化に向けた仕組みづく り

と 発信を 、 公の責務と し て進めていき ま す。  
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４  未来を見据えた教育を地域と と も に目指し ま す 

―学校・ 家庭・ 地域が連携し 、 未来志向の教育を展開し ま す― 

 

〇 地域には伝統・ 自然・ 文化など 、 それぞれに根差し た素晴ら し い資源があ

り ま す。 こ れら の地域資源を 活用し 、 地域に根差し た特色ある 学校づく り を

目指し ま す。  

学校設置者と し て、 それぞれの学校が様々な特色・ 個性を 発揮し 、 創意工

夫し よ う と する 努力に対し 、 それを 理解し 、 でき る 限り の支援を 行いま す。  

 

〇 学校と 家庭、 地域など の連携によ り 、 社会全体で子ど も の健全な育成を 支

える 環境づく り を 進めま す。 ま た、 地域が学校運営に参画でき る よ う 取組を

進めま す。  

図書館や歴史博物館など の地域における 「 学びの環境」 と 学校と の連携体

制を 整え、 地域への愛着や誇り を 育む学びの活動の充実を 通じ 、 地域の課題

に向けて主体的に取り 組む人材の育成を 目指し ま す。  

 

〇 子ど も の学校での学びと 家庭・ 地域での学びは連続し ていま す。 われわれ

は、 学校を 基盤と し つつ、 家庭や地域においても 子ど も の良好な教育環境が

途切れる こ と なく 提供さ れ、 デジタ ル社会の中で必要な知識・ 技能を 身に着

ける こ と ができ る よ う 、 デジタ ルと リ アルの最適な組み合わせを 追究し なが

ら 積極的にデジタ ル技術の活用を 進めま す。  
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5 学びの環境充実を目指し ま す 

 ―未来志向の学校施設設備の管理運営を構築し ま す― 

 

○ われわれは、 子ど も が安全かつ快適に学習でき る よ う にする ため、 学校の

施設・ 設備の改修や更新に向けた取組を計画的に進めま す。  

  ま た、 今後の学校の建て替え等に当たっ ては、 未来志向の学びを 想定し た

設計と する こ と はも と よ り 、 地域の特性を 踏ま えつつ、 地域コ ミ ュ ニティ と

の共生を 目指し た効率的・ 効果的な設計と 管理運営の実現を 目指し ま す。  

 

 

i 本大綱において、 学校と は幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校のこ と をいう  
ii 障害者権利条約第 24 条１ （ C）

                             


